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全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
須
見
矩
明
・
徳
島
市

議
会
議
長
）
は
１
月
２７
日
、
東
京

・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
解
散

総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
須
見

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
解
散

に
当
た
っ
て
の
「
申
し
入
れ
」
と

「
決
議
」
を
同
席
し
た
本
会
の
原

田
正
司
・
事
務
総
長
へ
手
交
し
た
。

▼
２
面
に
申
し
入
れ
・
決
議
、沿
革

本
年
３
月
末
日
で
解
散
す
る
同

協
議
会
は
、
昭
和
３６
年
２
月
９
日

に
発
足
し
た
。
以
来
、
約
半
世
紀

に
わ
た
り
地
域
住
民
の
生
活
の
足

を
守
る
た
め
、
公
営
交
通
事
業
の

経
営
基
盤
強
化
な
ど
に
向
け
全
力

を
注
ぎ
込
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

近
年
で
は
公
営
交
通
事
業
の
民
間

委
託
な
ど
が
進
み
、
同
協
議
会
の

加
盟
市
数
の
減
少
が
著
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
た
。
加
盟
市
数
の
減

少
は
負
担
金
収
入
の
減
少
を
招

き
、
活
動
に
必
要
な
資
金
を
捻
出

で
き
な
い
た
め
に
繰
越
金
を
取
り

崩
す
会
計
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

同
協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方
を

協
議
す
る
た
め
１１
月
８
日
、
第
８１

回
総
会
を
臨
時
に
開
き
忌
憚
の
な

い
意
見
を
交
わ
し
た
結
果
、
同
協

議
会
で
は
全
会
一
致
で
解
散
を
決

定
。
３
月
末
で
約
半
世
紀
の
活
動

に
幕
を
降
ろ
す
こ
と
と
し
た
。
継

続
し
て
要
望
す
べ
き
と
位
置
付
け

た
決
議
記
載
の
３
項
目
に
つ
い
て

は
、
本
会
の
地
方
財
政
・
建
設
運

輸
両
委
員
会
へ
移
管
さ
れ
る
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会

解
散
総
会
の
会
長
あ
い
さ
つ
要
旨

平
成
２６
年
１
月
２７
日

本
協
議
会
は
バ
ス
事
業
・
軌
道

事
業
の
経
営
都
市
の
議
長
が
、
財

政
対
策
、
路
線
の
確
保
そ
の
他
経

営
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
結
束
し

て
解
決
を
図
る
た
め
、
昭
和
３６
年

２
月
９
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
、

公
営
交
通
事
業
の
経
営
基
盤
強

化
、
地
域
住
民
の
生
活
交
通
確
保

対
策
等
を
中
心
に
要
望
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
各
市
の
公
営
交
通

事
業
の
現
状
や
取
組
み
、
考
え
方

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
貴

重
な
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
設
立
時
の
初
代
会
長
市

が
徳
島
市
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

私
自
身
と
て
も
深
い
思
い
入
れ
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
営
交
通
事

業
の
民
間
委
託
等
に
よ
り
、
加
盟

市
数
や
負
担
金
収
入
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
、
本
協
議
会
の
運
営
が

大
変
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
昨
年

１１
月
８
日
開
催
の
第
８１
回
臨
時
総

会
で
本
協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
今
年

度
を
も
っ
て
本
協
議
会
を
解
散
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
は
幕
を
閉
じ
ま
す

が
、
本
協
議
会
の
要
望
事
項
に
つ

い
て
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の

地
方
財
政
委
員
会
及
び
建
設
運
輸

委
員
会
が
引
き
続
き
要
望
を
行
う

よ
う
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
佐

藤
会
長
へ
申
し
入
れ
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

永
い
間
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
協
議
会
の
運
営
等
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

私
か
ら
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

森
岡
聰
子
・
笠
岡
市
議
会
議
長
）

が
１
月
３０
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
副
委

員
長
を
選
任
し
林
晴
信
・
西
脇
市

議
会
議
長
が
就
任
し
た
ほ
か
、
平

成
２５
年
度
の
活
動
を
総
括
し
た
の

ち
、
次
年
委
員
会
へ
の
申
し
送
り

事
項
も
決
定
し
た
。
要
望
運
動
結

果
は
委
員
長
が
第
９６
回
評
議
員
会

（
２
月
５
日
）
や
第
９０
回
定
期
総

会
（
５
月
２８
日
）
で
報
告
す
る
。

当
日
は
、
経
済
産
業
省
大
臣
官

房
の
松
尾
剛
彦
・
会
計
課
長
、
農

林
水
産
省
の
奥
原
正
明
・
経
営
局

長
、
同
省
大
臣
官
房
の
山
口
英
彰

・
予
算
課
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
講
師

と
し
て
説
明
し
た
。

第
１
８
６
回
国
会
は
じ
ま
る

１
月
２４
日
か
ら
通
常
国
会
が
開

会
し
総
理
が
施
政
方
針
を
演
説
し

た
�
３
面
。
今
国
会
に
は
、
指
定

都
市
制
度
の
見
直
し
等
か
ら
な
る

自
治
法
改
正
案
な
ど
提
出
予
定
。

齋
藤
明
氏
（
新
発
田
市
議
会
議

長
）１

月
２７
日
に
逝
去
、
６４
歳
。
葬

儀
は
１
月
３１
日
、
新
発
田
市
内
で

執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長
男
の

高
照
さ
ん
。

２月５日現在の都市数
８１３団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４２市
特例市 ４０市
一般市 ６８８市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1894号２月５日平成26年
（2014年）

会議の冒頭、あいさつする須見会長

公公
営営
交交
通通
議議
長長
会会
がが
活活
動動
にに
幕幕

約
半
世
紀
に
わ
た
り
地
域
の
生
活
交
通
確
保
に
尽
力

平
成
２５
年
度
の
活
動
総
括

産経委

副
委
員
長
の
補
欠
選
任
も
実
施

森岡聰子・産経委員長
（笠岡市）

（１） 平成２６年２月５日 第１８９４号
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全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
は
３
月
末
日
で
解
散
す
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
地
域
住
民
の
足
と

し
て
欠
か
せ
な
い
公
営
交
通
事
業

を
守
る
た
め
、
同
協
議
会
で
は
決

議
を
採
択
し
本
会
へ
申
し
入
れ
た

�
上
写
真
。
▼
１
面
に
活
動
に
幕

昭
和
４０
年
代
前
半
ま
で
我
が
国

の
交
通
手
段
は
鉄
道
・
バ
ス
が
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
乗
用
車

は
公
共
交
通
を
補
完
す
る
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
４０
年
代

後
半
か
ら
▽
都
市
部
へ
の
人
口
集

中
▽
乗
用
車
の
普
及
―
な
ど
に
よ

り
、
そ
れ
ま
で
の
公
共
交
通
機
関

の
あ
り
方
に
著
し
い
変
化
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

各
輸
送
機
関
別
旅
客
輸
送
人
員

�
表
１
�
の
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、

昭
和
４０
年
度
で
は
バ
ス
や
鉄
道
に

よ
る
公
共
交
通
機
関
が
約
９
割
を

占
め
て
い
た
が
、
平
成
１２
年
度
以

降
で
は
主
に
マ
イ
カ
ー
の
利
用
率

が
約
７
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用
率
は

３
割
程
度
に
ま
で
落
ち
込
み
、
公

営
バ
ス
事
業
の
ほ
か
公
営
路
面
電

車
事
業
も
経
営
環
境
が
厳
し
い
状

況
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

同
協
議
会
の
解
散
で
加
盟
市
に

よ
る
組
織
化
し
た
活
動
は
継
続
で

き
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
同
協
議

会
の
解
散
に
よ
り
残
さ
れ
た
課
題

が
消
え
去
る
わ
け
で
は
な
い
。
決

議
に
掲
げ
た
３
項
目
は
、
こ
れ
ま

で
同
協
議
会
が
要
望
し
て
き
た
大

き
な
柱
３
本
を
要
約
し
た
も
の
と

し
て
い
る
。

本
会
の
地
方
財
政
委
員
会
へ
移

管
す
る
項
目
は
、
地
方
交
付
税
等

の
財
政
支
援
措
置
の
ほ
か
公
営
企

業
債
の
要
件
緩
和
交
通
事
業
債
の

措
置
を
求
め
る
内
容
。
建
設
運
輸

委
員
会
へ
の
移
管
項
目
で
は
、
地

方
路
線
バ
ス
を
支
援
す
る
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
の
所

要
額
確
保
な
ど
求
め
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
決
議
は
解
散
総
会
で

原
田
事
務
総
長
に
手
交
さ
れ
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会
の
解
散
に
当
た
っ
て
の
決
議

公
営
交
通
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
過
疎
化
の
進
行

や
交
通
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
事
業
経
営
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会
は
平
成
２６
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
解
散
い

た
し
ま
す
が
、
公
営
交
通
事
業
の
現
状
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
下
記
事
項
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
地
方
財
政
委
員
会
及
び
建
設
運
輸

委
員
会
に
お
い
て
要
望
を
継
続
す
る
よ
う
決
議
し
ま
す
。

記

１
�
公
営
交
通
事
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
、
地
方
交
付
税
等
の
財
政
支

援
措
置
の
充
実
強
化

（
総
務
省
所
管
）

２
�
地
域
公
共
交
通
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度
の
拡
充
（
国
土
交
通
省
所
管
）

３
�
道
路
交
通
環
境
の
整
備
促
進

（
国
土
交
通
省
所
管
）

平
成
２６
年
１
月
２７
日

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会
解
散
総
会

全国市議会議長会

会 長 佐 藤 祐 文 殿

全国公営交通事業都市議長会

会 長 須 見 矩 明

（徳島市議会議長）

全国公営交通事業都市議長会の解散に当たっての申し入れ

本協議会は、昭和３６年２月９日の発足以来、約半世紀にわたり、

公営交通事業の経営基盤強化、地域住民の生活交通の確保維持等

を中心に要望運動を展開してきたところであります。

しかしながら、各市において公営交通事業の民間委託等が行わ

れたことにより、加盟市が減少し、本協議会の運営継続が極めて

厳しい状況となりました。

このため、去る平成２５年１１月８日開催の第８１回総会（臨時総会）

において、「本協議会の今後のあり方」について協議し、平成２６

年３月末日をもって本協議会を解散することを決定いたしまし

た。

一方、地域住民の生活に欠かせない公営交通事業を今後も継続

していくためには、財政支援措置等のより一層の充実強化が必要

な状況でございます。

つきましては、全国公営交通事業都市議長会の解散に当たって

の加盟市の総意として、別紙のとおり決議いたしましたので、引

き続き、全国市議会議長会の地方財政委員会及び建設運輸委員会

において要望していただくよう申し入れいたします。

公
営
交
通
事
業
の
沿
革
と
今
後

協
議
会
解
散
で
本
会
へ
申
し
入
れ

輸送機関別国内旅客輸送人数の推移（陸上）表１

※
輸
送
人
数
は
当
該
年
度
の
延
べ
人
数

第１８９４号 平成２６年２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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平成２６年１月２４日

第１８６回国会における安倍総理の施政方針演説（抜粋）
平成２６年１月２４日、第１８６回国会が平成２６年６月２２日

までの会期で開会し、安倍総理による施政方針演説が行
われた。演説は「１．はじめに」から「１２．おわりに」と
題する１２章立て。本紙では、第８章に掲げられた「地
方が持つ大いなる可能性を開花させる」を抜粋して掲載
する。

８．地方が持つ大いなる可能性を開花させる

さて今年は、地方の活性化が、安倍内閣にとって最重
要のテーマです。地方が持つ大いなる「可能性」を開花
させてまいります。

（農政の大改革）
地方経済の中核は、農林水産業です。おいしくて安全

な日本の農水産物は、世界中どこでも大人気。必ずや世
界に羽ばたけるはずです。
農地集積バンクが動き出します。農地を集約して生産

現場の構造改革を進めます。更に、４０年以上続いてき
たコメの生産調整を見直します。いわゆる「減反」を廃
止します。需要のある作物を振興し、農地のフル活用を
図ります。
規模拡大に伴って負担が増す、水路や農道など多面的

機能の維持のため、新たに日本型直接支払を創設しま
す。農地の規模拡大を後押しし、美しい故郷を守ります。
経営マインドを持ったやる気ある担い手が、明日の農

業を切り拓きます。彼らが安心と希望を持って活躍でき
る環境を整えることこそ、農業・農村全体の所得倍増を
実現する道だと信じます。農林水産業を、若者に魅力の
ある、地方の農山漁村を支える成長産業とするため、食
料・農業・農村基本計画
を見直し、農政の大改革
を進めてまいります。

（元気な地方を創る）
人口減少が進む中にお

いても、元気な地方を創
る。これは、大いなる挑
戦であります。
自主性と自立性を高め

ることで、個性豊かな地
方が生まれます。１次内
閣で始めた第２次地方分
権改革の集大成として、
地方に対する権限移譲や
規制緩和を進めます。
行政サービスの質と量

を確保するため、人口２０万人以上の地方中枢拠点都市
と周辺市町村が柔軟に連携する、新たな広域連携の制度
を創ります。中心市街地に生活機能を集約し、併せて地
方の公共交通を再生することにより、まち全体の活性化
につなげてまいります。
中山間地や離島といった地方にお住まいの皆さんが、

伝統ある故郷を守り、美しい日本を支えています。活力
ある故郷の再生こそが、日本の元気につながります。こ
うした地域で、都道府県が、福祉やインフラの維持など
を支援できる仕組みを整えます。都市に偏りがちな地方
法人税収を再分配する仕組みを創り、過疎に直面する地
方においても、財源を確保してまいります。
地方には、特色ある産品や伝統、観光資源などの「地

域資源」があります。そこに成長の「可能性」がありま
す。地域資源を活かして新たなビジネスにつなげようと
する中小・小規模事業者を応援します。

（観光立国）
昨年、外国人観光客１，０００万人目標を達成いたしまし

た。
北海道や沖縄では、昨年夏、外国人宿泊者が八割も増

えました。観光立国は、地方にとって絶好のチャンスで
す。タイからの観光客は、昨年夏ビザを免除したところ、
前年比でほぼ倍増です。
やれば、できる。次は２，０００万人の高みを目指し、外

国人旅行者に不便な規制や障害を徹底的に洗い出しま
す。フランスには毎年８，０００万人の外国人観光客が訪れ
ます。日本にもできるはず。２０２０年に向かって、目標
を実現すべく努力を重ねてまいります。
「日本人のサービスは世界一」
１，０００万人目として、タイから来日したパパンさんの
言葉です。日本のおもてなしの心は外国の皆さんにも伝
わっています。昨年は富士山や和食がユネスコの世界遺
産に登録されました。日本ブランドは、海外から高い信
頼を得ています。
観光立国を進め、活力に満ち溢れる地方を、皆さん、

創り上げようではありませんか。

▼
議
長

▽
�
飾

秋
家
聡
明
（
１１
・
１９
）

▽
豊
岡

野
口
逸
敏
（
１１
・
１９
）

▽
南
あ
わ
じ

小
島

一
（
１１
・
１９
）

▽
高
岡

青
木

紘
（
１１
・
２０
）

▽
宮
古
島

眞
榮
城
�
彦
（
１１
・
２０
）

▽
西
脇

林

晴
信
（
１１
・
２１
）

▽
新
城

夏
目
勝
吾
（
１１
・
２２
）

▽
東
大
阪

天
野
�
夫
（
１１
・
２２
）

▽
雲
仙

大
久
保
正
美
（
１１
・
２６
）

▽
甲
州

中
村
勝
彦
（
１１
・
２８
）

▽
四
国
中
央

山
本
照
男
（
１１
・
２８
）

▽
射
水

奈
田
安
弘
（
１１
・
２９
）

▽
滑
川

岩
城
晶
巳
（
１１
・
２９
）

▽
匝
瑳

浅
野
勝
義
（
１１
・
２９
）

▽
阿
南

荒
谷
み
ど
り
（
１２
・
２
）

▽
観
音
寺

秋
山
忠
敏
（
１２
・
２
）

▽
南
さ
つ
ま

古
木
健
一
（
１２
・
２
）

▽
霧
島

常
磐
信
一
（
１２
・
２
）

▽
桑
名

堀

良
二
（
１２
・
３
）

▽
糸
満

徳
元
敏
之
（
１２
・
３
）

▽
南
砺

才
川
昌
一
（
１２
・
４
）

▽
五
條

益
田
吉
博
（
１２
・
４
）

▽
ひ
た
ち
な
か

�
之
口
英
嗣
（
１２
・
６
）

▽
桶
川

大
隅
俊
和
（
１２
・
９
）

▽
大
田
原

藤
田
紀
夫
（
１２
・
９
）

▽
伊
勢

世
古
口
新
吾
（
１２
・
９
）

▽
奄
美

竹
田
光
一
（
１２
・
１０
）

▽
紀
の
川

高
田
英
亮
（
１２
・
１１
）

▽
下
妻

柴

孝
光
（
１２
・
１２
）

▽
大
阪

木
下
�
信
（
１２
・
１７
）

▽
南
ア
ル
プ
ス深

澤
米
男
（
１２
・
１８
）

▽
さ
く
ら

大
貫
郁
太
郎
（
１２
・
１９
）

▽
松
戸

小
沢
暁
民
（
１２
・
１９
）

▽
南
九
州

菊
永
忠
行
（
１２
・
２４
）

▼
副
議
長

▽
�
飾

く
ぼ
洋
子
（
１１
・
１９
）

▽
豊
岡

門
間
雄
司
（
１１
・
１９
）

▽
南
あ
わ
じ

熊
田

司
（
１１
・
１９
）

▽
高
岡

曽
田
康
司
（
１１
・
２０
）

▽
宮
古
島

佐
久
本
洋
介
（
１１
・
２０
）

▽
水
戸

五
十
嵐
博
（
１１
・
２１
）

▽
西
脇

中
川
正
則
（
１１
・
２１
）

▽
新
城

丸
山
隆
弘
（
１１
・
２２
）

▽
東
大
阪

河
野
啓
一
（
１１
・
２２
）

▽
い
ち
き
串
木
野

�
田

尚
（
１１
・
２２
）

▽
雲
仙

町
田

誠
（
１１
・
２６
）

▽
四
国
中
央

谷
内

開
（
１１
・
２８
）

▽
射
水

伊
勢

司
（
１１
・
２９
）

▽
滑
川

原

明
（
１１
・
２９
）

▽
小
松

梅
田
利
和
（
１２
・
２
）

▽
い
な
べ

鈴
木
順
子
（
１２
・
２
）

▽
舞
鶴

福
村
暉
史
（
１２
・
２
）

▽
防
府

三
原
昭
治
（
１２
・
２
）

▽
阿
南

星
加
美
保
（
１２
・
２
）

▽
観
音
寺

石
山
秀
和
（
１２
・
２
）

▽
南
さ
つ
ま

有
村
義
次
（
１２
・
２
）

▽
霧
島

今
吉
歳
晴
（
１２
・
２
）

▽
黒
部

寺
田
仁
嗣
（
１２
・
３
）

▽
珠
洲

赤
坂
敏
昭
（
１２
・
３
）

▽
桑
名

南
澤
幸
美
（
１２
・
３
）

▽
延
岡

太
田

龍
（
１２
・
３
）

▽
糸
満

新
垣

新
（
１２
・
３
）

▽
南
砺

川
�
邦
明
（
１２
・
４
）

▽
五
條

岩
本

孝
（
１２
・
４
）

▽
鳥
栖

小
石
弘
和
（
１２
・
４
）

▽
曽
於

大
川
内
冨
男
（
１２
・
４
）

▽
ひ
た
ち
な
か清

水
立
雄
（
１２
・
６
）

▽
桶
川

町
田
俊
朗
（
１２
・
９
）

▽
大
田
原

鈴
木
徳
雄
（
１２
・
９
）

▽
伊
勢

品
川
幸
久
（
１２
・
９
）

▽
奄
美

大
迫
勝
史
（
１２
・
１０
）

▽
紀
の
川

森
田
幾
久
（
１２
・
１１
）

▽
下
妻

田
中
昭
一
（
１２
・
１２
）

▽
倉
吉

鳥
飼
幹
男
（
１２
・
１６
）

▽
南
ア
ル
プ
ス名

取
常
雄
（
１２
・
１８
）

▽
朝
霞

佐
野
昌
夫
（
１２
・
１８
）

▽
さ
く
ら

小
菅
哲
男
（
１２
・
１９
）

▽
松
戸

山
口
栄
作
（
１２
・
１９
）

▽
恵
那

堀

光
明
（
１２
・
２０
）

▽
南
九
州

満
留
秀
昭
（
１２
・
２４
）

▼
事
務
局
長

▽
多
治
見

木
村
雅
利
（
１０
・
１
）

▽
高
砂

松
浦
啓
一
（
１０
・
１
）

議議
会会
人人
事事

写
真
提
供
�
内
閣
広
報
室
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
修
一
・

町
田
市
議
会
議
長
）
は
１
月
２２

日
、
徳
島
市
内
で
正
副
会
長
・
監

事
・
相
談
役
会
議
を
開
き
「
平
成

２５
年
度
要
望
運
動
結
果
の
概
要

（
速
報
）
」
を
ま
と
め
た
。

当
日
は
土
田
敏
朗
・
会
長
代
理

（
奈
良
市
議
会
議
長
）
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
開
催
市
の
須
見

矩
明
・
相
談
役
（
徳
島
市
議
会
議

長
）
、
佐
藤
吉
則
・
徳
島
市
第
一

副
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
の
ち
事
務

報
告
を
挟
み
、
要
望
運
動
結
果
の

速
報
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

１０
月
に
開
き
、
同
協
議
会
同
会

議
で
ま
と
め
た
要
望
書
で
は
▽
財

政
措
置
▽
東
日
本
大
震
災
被
災
地

の
地
域
医
療
の
確
保
▽
医
師
不
足

・
偏
在
対
策
等
―
な
ど
５
つ
の
大

項
目
実
現
を
求
め
て
い
た
。
当
日

の
会
議
で
ま
と
め
た
速
報
に
よ
れ

ば
財
政
措
置
で
は
、
２５
年
度
特
別

交
付
税
の
１２
月
交
付
額
と
し
て
、

地
域
医
療
の
確
保
（
公
立
病
院

等
）
に
９
８
９
億
円
が
措
置
さ
れ

た
。
医
師
不
足
関
連
で
は
、
医
学
部

定
員
が
２６
年
度
は
前
年
度
か
ら
２０

人
増
の
９
０
６
１
人
と
さ
れ
た
。

佐
藤
会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長

�
写
真
）
ら
本
会
の
代
表
は
、
被

災
地
の
議
長
に
よ
る
協
力
を
得
て

１
月
２９
日
か
ら
３０
日
に
か
け
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
復
興
状

況
を
視
察
し
た
。
陸
前
高
田
市
や

気
仙
沼
市
、
南
相
馬
市
な
ど
へ
赴

い
た
ほ
か
、
復
興
庁
の
丸
山
淑
夫

・
福
島
復
興
局
長
に
要
望
し
た
。

視
察
概
要
は
２
月
５
日
開
催
の
第

９６
回
評
議
員
会
で
報
告
さ
れ
る
。

【
視
察
参
加
者
】
▽
会
長
�
佐
藤
祐
文

（
横
浜
市
）
▽
副
会
長
�
田
名
部
和
義

（
八
戸
市
）
▽
同
�
野
中
一
二
（
甲
府

市
）
▽
井
上
恒
彌
（
静
岡
市
）
▽
同
�

寺
井
克
之
（
松
山
市
）
▽
部
会
長
�
鎌

田
修
悦
（
秋
田
市
・
東
北
議
長
会
会
長

・
秋
田
県
支
部
長
）
▽
理
事
�
田
中
元

（
弘
前
市
・
青
森
県
支
部
長
）
▽
同
�

金
沢
陽
介
（
盛
岡
市
・
岩
手
県
支
部

長
）
▽
同
（
代
理
）
�
日
下
富
士
夫
（
仙

台
市
副
議
長
・
宮
城
県
支
部
長
代
理
）

▽
同
�
加
藤
賢
一
（
山
形
市
・
山
形
県

支
部
長
）
▽
同
�
戸
川
稔
朗
（
会
津
若

松
市
・
福
島
県
支
部
長
）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
１
月
２９
日
、
東
京
・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
を
開
催

し
、
次
期
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
役
員
候
補
の
報
告
を
受
け
た
ほ

か
、
平
成
２６
年
度
の
運
動
方
針
案

や
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
同
協
議
会
で
は
２
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
第
７７
回
総
会
で
役
員

を
改
選
す
る
ほ
か
、
運
動
方
針
案

や
予
算
案
を
決
定
す
る
予
定
。

こ
の
会
議
に
先
立
ち
、
同
協
議

会
で
は
役
員
選
考
委
員
会
（
委
員

長
�
宮
西
健
吉
・
小
松
市
議
会
議

長
）
を
開
き
、
総
会
へ
推
薦
す
る

２６
・
２７
年
度
役
員
候
補
市
町
村
を

決
定
し
た
。
正
副
会
長
・
監
事
・

相
談
役
会
で
宮
西
委
員
長
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
候
補
市
町
村
は
、
会

長
に
横
須
賀
市
、
副
会
長
に
帯
広

市
な
ど
１６
市
４
町
村
、
監
事
に
苫

小
牧
市
な
ど
４
市
１
町
、
理
事
に

旭
川
市
な
ど
３２
市
９
町
村
。
総
会

で
は
委
員
長
が
候
補
市
町
村
を
推

薦
し
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
る
。

本
会
は
「
第
６１
回
全
国
市

議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
」

を
１
月
３０
日
、
３１
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
東
京
・
砂
防
会

館
で
開
催
し
た
。

１
日
目
は
研
修
会
冒
頭
、

本
会
事
務
局
次
長
の
関
口
勝

が
開
会
あ
い
さ
つ
。
の
ち
総

務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長

の
時
澤
忠
氏
が
「
地
方
行
政

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ

い
て
」
、
東
京
財
団
研
究
員

・
元
栗
山
町
議
会
事
務
局
長

の
中
尾
修
氏
が
「
全
国
に
広

が
る
地
方
議
会
改
革
―
議
会

事
務
局
職
員
の
視
点
で
考
え

る
―
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
た
。

２
日
目
は
明
治
大
学
公
共

政
策
大
学
院
教
授
の
山
下
茂

氏
が
「
地
方
自
治
と
地
方
議

会
を
改
め
て
考
え
る
」
、
本

会
主
幹
の
植
田
義
隆
が
「
横

浜
市
会
に
お
け
る
取
組
み
に

つ
い
て
」
、
本
会
参
事
の
�

瀬
和
彦
が
「
議
会
運
営
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
た
。

本会代表が被災地に

復復興興でで視視察察
評議員会で報告へ

本会主催の研修会で議会サポート強化を図る
自己研鑽に励む事務局職員

基
地
協
が
総
会
に
向
け
協
議

次
期
役
員
候
補
の
報
告
を
受
け
る

病
院
協
が
運
動
結
果
の
速
報

１２
月
特
交
で
９
８
９
億
円
が
措
置

基地協会長
神田隆彦（呉市）

病院協会長
田中修一（町田市）
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